
福
岡
・香
椎
Ｂ
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
市
東
区
香
椎
字
寺
熊
他

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
次
調
査

　
一
九
九
二
年

（平
７
）
四
月
―

一
九
九
六

年
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
岡
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
下
村
　
智

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
末
１
戦
国
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
旧
郡
名
で
は
筑
前
国
糟
屋
郡
香
椎
と
な
る
。
福
岡
平
野
の
東
辺

部
を
画
す
多
々
良
川
か
ら
東
は
、

三
群
山
系
の
博
多
湾
ま
で
に
達

す
る
丘
陵
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、

丘
陵
間
に
は
幾
つ
か
の
谷
地
形

が
あ
る
。
そ
の
中
で
香
椎
川
水

系
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
谷
は

幅

一
〇
〇
ｍ
、
奥
行
き
二
〇
〇

〇
ｍ
の
規
模
を
呈
し
、
や
や
蛇

行
気
味
に
東
西
方
向
に
延
び
る
。

西
方
は
開
口
し
て
博
多
湾
に
面
し
、
東
方
は
低
い
峠
を
越
え
て
宇
美
、
大
学
府

へ
と
通
じ
る
。
こ
の
谷
の
海
岸
か
ら

一
〇
〇
〇
ｍ
ほ
ど
奥
に
は

『香
椎
宮
編
年

記
』
に
よ
る
と
神
功
皇
后
を
祭
神
と
し
て
神
亀
元
年

（七
一
一四
）
に
建
立
さ
れ

た
香
椎
宮

（廟
）
が
位
置
し
、
さ
ら
に
宮
か
ら
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
ほ
ど
谷
奥
に
香
権
Ｂ

遺
跡
が
立
地
す
る
。

調
査
は
宅
地
開
発
に
伴
う
も
の
で
、
計
画
地
内
に
あ
る
中
世
山
城
の
徘
幌
山

城
が
立
地
す
る
丘
陵
な
ど
を
切
り
崩
し
て
谷
を
埋
め
、
三
〇
万
ポ
の
宅
地
を
造

成
す
る
も
の
で
あ
る
。　
一
九
九
五

・
九
六
年
で
谷
部
二
万
三
〇
〇
〇
ポ
の
調
査

を
終
え
、
現
在
は
山
城
の
調
査
中
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
平
安
時
代
末
か
ら
戦
国
時
代
の
掘
立
柱
建
物

・
井
戸

・
溝

・

土
媛
墓

。
堂
跡
な
ど
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
―

一
六
世
紀

の
須
恵
器

・
土
師
器

・
備
前
や
常
滑
産
の
陶
器

。
中
国
産
陶
磁
器
の
他
に
、
木

簡

・
生
活
用
具
や
祭
祀
関
係
の
木
製
品
、
瓦
類
の
多
種
多
様
な
遺
物
が
、
各
遺

構
や
整
地
土
層
か
ら
出
土
し
た
。

調
査
地
の
谷
は
、
南
側
の
三
分
の

一
程
が
未
調
査
の
ま
ま
に
宅
地
と
な
っ
た

た
め
不
明
な
部
分
を
残
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
か
ら
遺
構
の
変
遷
を
概

観
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

平
安
時
代
後
半
期
に
は
、
微
高
地
に
掘
立
柱
建
物
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

整
然
と
区
画
さ
れ
た
地
割
は
出
現
せ
ず
、
自
然
流
路
や
溜
り
、　
一
部
に
は
水
田

が
残
る
。
し
か
し
、
遺
構
と
し
て
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
安
楽
寺
所
用
軒

九
瓦
や
大
型
鬼
瓦
な
ど
の
瓦
類
が
出
土
し
て
お
り
、
当
地
で
の
寺
院

。
公
的
施

(福 岡)
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設
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。　
一
一
世
紀
後
半
、
遅
く
と
も

一
二

世
紀
初
頭
に
は
本
格
的
整
地
作
業
が
始
ま
り
、
谷
部
に
お
け
る

屋
敷
群
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。　
〓

一世
紀
に
は
、
墨
書
の
磁
器

が
多
く
出
土
し
、
寺
熊
地
区
に
宋
人
の
屋
敷
の
存
在
を
知
る
。

遅
く
と
も

一
三
世
紀
に
は
南
北
方
向
の
溝
や
柵
に
よ
っ
て
区
画

さ
れ
、
調
査
地
中
央
部
の
寺
熊
地
区
に
は
大
型
の
掘
立
柱
建
物

を
中
心
と
し
た
屋
敷
が
出
現
す
る
。　
一
四
世
紀
後
半
―

一
五
世

紀
前
半
に
は
、
生
水
地
区
に
お
い
て
、
掘
立
柱
建
物
の
主
屋
、

馬
屋
、
仏
堂
な
ど
か
ら
な
る
屋
敷
が
出
現
す
る
。
寺
熊
地
区
に

は
小
堂
の
礎
石
建
物
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
間
、
溝
は
幾
度
も

開
削
さ
れ

（南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
〇
〇
な
ど
）
、
そ
の
た
め
に
敷
地
の
規
模
に
も
変
遷

が
認
め
ら
れ
る
。　
三
ハ
世
紀
に
は
小
規
模
な
建
物
か
ら
な
る
集
落
と
な
り
、
小

堂
も
廃
絶
し
て
墓
地
と
な
る
。

木
簡
は
、
谷
部
が
屋
敷
地
と
し
て

一
二
世
紀
以
降
に
大
規
模
造
成
さ
れ
る
以

前
に
存
在
し
た
自
然
流
路
Ｓ
Ｄ

一
〇
三

（
一
二
世
紀
）、
自
然
流
路
に
伴
う
溜
り

Ｓ
Ｘ
七

一
七
、　
〓

一世
紀
の
初
期
造
成
時
の
区
画
溝
で
あ
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
七

一

〇
、　
一
五
―

一
六
世
紀
の
区
画
溝
で
あ
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
〇
〇
か
ら
合
計
七
点

出
上
し
た
。
こ
の
う
ち
最
後
の
Ｓ
Ｄ

一
〇
〇
出
土
の
木
簡
は
、
Ｓ
Ｄ

一
〇
三
か

ら
の
紛
れ
込
み
の
可
能
性
が
高
い
。
自
然
流
路
か
ら
は
、
木
製
品
と
し
て
多
量

の
箸

・
椀

・
曲
物
な
ど
の
生
活
具
の
ほ
か
に
、
小
型
卒
塔
婆

・
舟
形

・
刀
形
な

ど
の
祭
祀
関
係
品
や
、
仏
画
を
墨
書
し
た
斎
串
と
思
わ
れ
る
木
片
も
二
点
出
土

し
た
。　
一
点
は
長
さ

（
三
二
三
）
ｍｍ
、
幅
二
六
ｍｍ
、
厚
さ
三
ｍｍ
、
も
う

一
点
は
、

長
さ

（
二
三
六
）
ｍｍ
、
幅
二
三
ｍｍ
、
厚
さ
三
ｍｍ
。
そ
れ
ぞ
れ
片
面
に
顔
な
ど
が

枯
か
れ
て
、
下
端
部
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
上
端
は

一
点
は
方
頭
、
も
う

一
点

は
九
い
圭
頭
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

自
然
流
路
Ｓ
Ｄ
一
〇
三

ω
　
・
「
寛
治
七
年

（題
箋
）

。
「
□
文
□
米
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｄ

益
叉
ω
墓

②
　
　
講
た

一
枚
衆

一
房
み
な

一
夕
　
□

日

回

　
　
　
　
　
　
　
　
」
　

　

（μΦ卜）×
（∞卜）×
ω
ｏ∞牌

斎 串
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①
　
　
異

異
異
」

（他
ニ
モ
判
読
不
明
ノ
重
書
ア
リ
）

溜
り
Ｓ
Ｘ
七

一
七

〔
岐
ヵ
〕

い

　

□
嶋
雑
掌
直
成
安
」

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
七
一
〇

働
　
　
「
□
　
　
回
　

つヽ
□

の
□
」

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
一
〇
〇

０
　
。
井
□
寺
前
　
　
」

。

四

斗

一

升

□

□

」

　

　

　

（
姦

×

岸
受

釦

ｏ
毬

０

　

「
三
斗
七
升
□
米

　

　

（霊
ｙ
ｅ
Ｘ
∞
霞

①
は
軸
部
を
欠
失
す
る
。
寛
治
七
年
は

一
〇
九
三
年
。

①
は
習
書
か
。
判
読
が
不
能
な
ほ
ど
多
数
の
文
字
を
重

書
き
し
て
い
る
。
い
は
頭
部
を
破
損
し
て
嶋
名
が
不
明

で
あ
る
が
、
壱
岐
嶋
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
「直
成
安
」

は
壱
岐
嶋
の
い
わ
ゆ
る
国
雑
掌
と
考
え
ら
れ
、
注
目
さ

れ
る
。
本
遺
跡
と
壱
岐
嶋
と
の
直
接
的
関
係
は
不
明
で

あ
る
が
、
同
嶋
に
は
香
椎
宮
が
存
在
し
、
文
献
に
も
香

椎
宮
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
記
事
を
散
見
す
る
こ
と
が

（
］
Ｎ
Ｏ
）
×
卜
Φ
×
］

ｏ
μ
ｏ

（
尽

９

×

含
ｅ

×
ヽ
　
ｏ
解

］
］
ｏ
×

卜
ｏ
×

∞
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

で
き
、
下
層
遺
構
の
性
格
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
働
は
習
書

か
。
①
の
寺
前
の
墨
書
は
、
鎌
倉
期
の
寺
院
の
所
在
を
示
唆
す
る
資
料
で
あ
る
。

木
簡
の
釈
文
に
つ
い
て
は
、
九
州
大
学
の
佐
伯
弘
次
、
九
州
歴
史
資
料
館
の

倉
住
靖
彦
両
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（瀧
本
正
志
）




